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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピクチャーの集合における基準ピクチャーについての奥行き情報にアクセスする段階で
あって、前記ピクチャーの集合が前記基準ピクチャーおよび目標ピクチャーを含み、前記
基準ピクチャーは基準位置における基準ビューからのものであり、前記目標ピクチャーは
前記基準位置とは異なる目標位置における目標ビューからのものである、段階と；
　前記基準ピクチャーについての修正された奥行き情報にアクセスする段階であって、前
記修正された奥行き情報は前記奥行き情報に比べて、前記目標ピクチャーをエンコードす
るためのコスト関数を低下させる、段階と；
　前記奥行き情報と前記修正された奥行き情報との間の差を特徴付ける洗練を決定する段
階と；
　前記修正された奥行き情報に基づいて、前記基準ピクチャーを前記基準位置から前記目
標位置に歪める段階と；
　歪められた基準ピクチャーに基づいて、前記目標ピクチャーをエンコードする段階と；
　エンコードされた目標ピクチャーを、前記洗練および前記奥行き情報とともに提供する
段階
とを含む、
方法。
【請求項２】
　前記目標ピクチャーをエンコードする段階が、前記歪められた基準ピクチャーを基準と
して使って前記目標ピクチャーを予測エンコードすることを含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記奥行き情報が、表示のために、前記基準ピクチャーに基づいて新しいピクチャーを
レンダリングするために与えられる、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法であって、前記基準ピクチャーを歪める段階が：
　前記基準位置からの前記修正された奥行き情報を前記目標位置に歪める段階と；
　歪められた修正された奥行き情報に基づいて、前記基準ピクチャー中のピクセルと前記
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歪められた基準ピクチャー中の位置との間の対応を決定する段階と；
　前記対応に基づいて、前記歪められた基準ピクチャーを決定する段階とを含む、
方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法であって、前記基準ピクチャーを歪める段階が：
　前記基準位置からの、前記修正された奥行き情報に基づく前記基準ピクチャーを、前記
目標位置に前方歪めする段階を含む、
方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法であって、
　前記基準ピクチャーについての奥行き情報を修正して前記修正された奥行き情報を生成
する段階をさらに含み、該修正は、前記目標ピクチャーをエンコードするための、レート
およびディストーションを組み合わせるコスト関数を低下させるようなされる、方法。
【請求項７】
　請求項６記載の方法であって、前記コスト関数が：
　前記洗練をエンコードするためのレート；
　前記奥行き情報ではなく前記修正された奥行き情報を使うことで導かれる、前記基準ピ
クチャーの歪めに基づく、前記目標ピクチャーをエンコードするためのレート；または
　前記奥行き情報ではなく前記修正された奥行き情報を使うことで導かれる、前記基準ピ
クチャーの歪めに基づく、前記目標ピクチャーをエンコードするためのディストーション
のうちの一つまたは複数を取り入れる、方法。
【請求項８】
　請求項６記載の方法であって、前記奥行き情報を修正する段階が、各反復工程における
前記コスト関数が一つまたは複数の基準条件を満たす限り、前記奥行き情報を逐次反復的
に修正することを含む、方法。
【請求項９】
　請求項８記載の方法であって、前記一つまたは複数の基準条件が：
　前記コスト関数が最後のコスト関数よりもある閾値量より大きく下がっていない；
　前記コスト関数がある閾値を下回っていない；および
　前記コスト関数が上がっていないまたはある閾値回数より多く上がっていないまたはあ
る閾値量もしくは閾値割合より大きく上がっていない、
のうちの一つまたは複数を含む、方法。
【請求項１０】
　前記基準ピクチャーについて前記奥行き情報を修正して前記修正された奥行き情報を生
成する段階をさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　前記洗練が、該洗練によって表される各ピクセルについて別個の値を含む、請求項１記
載の方法。
【請求項１２】
　前記洗練が、該洗練によって表される各マクロブロックについて別個の値を含み、所与
のマクロブロックについての前記別個の値が該所与のマクロブロック内の各ピクセルに適
用される、請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　当該ピクチャーについての前記奥行き情報、当該ピクチャーについての前記修正された
奥行き情報および前記洗練が当該ピクチャーの一部分にのみ適用される、請求項１記載の
方法。
【請求項１４】
　ピクチャーの集合における基準ピクチャーについての奥行き情報にアクセスする手段で
あって、前記ピクチャーの集合が前記基準ピクチャーおよび目標ピクチャーを含み、前記
基準ピクチャーは基準位置における基準ビューからのものであり、前記目標ピクチャーは
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前記基準位置とは異なる目標位置における目標ビューからのものである、手段と；
　前記基準ピクチャーについての修正された奥行き情報にアクセスする手段であって、前
記修正された奥行き情報は前記奥行き情報に比べて、前記目標ピクチャーをエンコードす
るためのコスト関数を低下させる、手段と；
　前記奥行き情報と前記修正された奥行き情報との間の差を特徴付ける洗練を決定する手
段と；
　前記修正された奥行き情報に基づいて、前記基準ピクチャーを前記基準位置から前記目
標位置に歪める手段と；
　歪められた基準ピクチャーに基づいて、前記目標ピクチャーをエンコードする手段と；
　エンコードされた目標ピクチャーを、前記洗練および前記奥行き情報とともに提供する
手段とを含む、
装置。
【請求項１５】
　命令を記憶したプロセッサ可読媒体であって、前記命令はプロセッサに少なくとも：
　ピクチャーの集合における基準ピクチャーについての奥行き情報にアクセスする段階で
あって、前記ピクチャーの集合が前記基準ピクチャーおよび目標ピクチャーを含み、前記
基準ピクチャーは基準位置における基準ビューからのものであり、前記目標ピクチャーは
前記基準位置とは異なる目標位置における目標ビューからのものである、段階と；
　前記基準ピクチャーについての修正された奥行き情報にアクセスする段階であって、前
記修正された奥行き情報は前記奥行き情報に比べて、前記目標ピクチャーをエンコードす
るためのコスト関数を低下させる、段階と；
　前記奥行き情報と前記修正された奥行き情報との間の差を特徴付ける洗練を決定する段
階と；
　前記修正された奥行き情報に基づいて、前記基準ピクチャーを前記基準位置から前記目
標位置に歪める段階と；
　歪められた基準ピクチャーに基づいて、前記目標ピクチャーをエンコードする段階と；
　エンコードされた目標ピクチャーを、前記洗練および前記奥行き情報とともに提供する
段階とを実行させる、プロセッサ可読媒体。
【請求項１６】
　ピクチャーの集合における基準ピクチャーについての奥行き情報にアクセスし、前記基
準ピクチャーについての修正された奥行き情報にアクセスするアクセス・ユニットであっ
て、前記ピクチャーの集合が前記基準ピクチャーおよび目標ピクチャーを含み、前記基準
ピクチャーは基準位置における基準ビューからのものであり、前記目標ピクチャーは前記
基準位置とは異なる目標位置からの目標ビューからのものであり、前記修正された奥行き
情報は前記奥行き情報に比べて、前記目標ピクチャーをエンコードするためのコスト関数
を低下させる、アクセス・ユニットと；
　（ｉ）前記奥行き情報と前記修正された奥行き情報との間の差を特徴付ける洗練を決定
し、（ｉｉ）前記修正された奥行き情報に基づいて、前記基準ピクチャーを前記基準位置
から前記目標位置に歪め、（ｉｉｉ）歪められた基準ピクチャーに基づいて、前記目標ピ
クチャーをエンコードし、（ｉｖ）エンコードされた目標ピクチャーを、前記洗練および
前記奥行き情報とともに提供する奥行き洗練器とを有する、
装置。
【請求項１７】
　ビデオ・エンコーダとして実装される、請求項１６記載の装置。
【請求項１８】
　目標ピクチャーのエンコードにアクセスする段階と；
　デコードされた基準ピクチャーにアクセスする段階であって、前記基準ピクチャーは基
準位置における基準ビューからのものであり、前記目標ピクチャーは前記基準位置とは異
なる目標位置における目標ビューからのものである、段階と；
　前記基準ピクチャーについての奥行き情報にアクセスする段階と；
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　前記基準ピクチャーについての前記奥行き情報と前記基準ピクチャーについての修正さ
れた奥行き情報との間の差を特徴付ける洗練にアクセスする段階であって、前記修正され
た奥行き情報は前記奥行き情報に比べて、前記目標ピクチャーをエンコードするためのコ
スト関数を低下させる、段階と；
　前記基準ピクチャーについての前記修正された奥行き情報を決定する段階と；
　前記修正された奥行き情報に基づいて、前記デコードされた基準ピクチャーを前記基準
位置から前記目標位置に歪める段階と；
　歪められたデコードされた基準ピクチャーに基づいて、前記目標ピクチャーをデコード
してデコードされた目標ピクチャを生成する段階とを含む、
方法。
【請求項１９】
　前記目標ピクチャーをデコードする段階が、前記歪められたデコードされた基準ピクチ
ャーを基準として使って前記目標ピクチャーを予測デコードすることを含む、請求項１８
記載の方法。
【請求項２０】
　前記奥行き情報が、表示のために、前記基準ピクチャーに基づいて新しいピクチャーを
レンダリングするために与えられる、請求項２０記載の方法。
【請求項２１】
　請求項１８記載の方法であって、前記デコードされた基準ピクチャーを歪める段階が：
　前記修正された奥行き情報を前記基準位置から前記第二の位置に歪める段階と；
　歪められた修正された奥行き情報に基づいて、前記デコードされた基準ピクチャー中の
ピクセルと前記歪められたデコードされた基準ピクチャー中の位置との間の対応を決定す
る段階と；
　前記対応に基づいて、歪められたデコードされた基準ピクチャーを決定する段階とを含
む、
方法。
【請求項２２】
　請求項１８記載の方法であって、前記デコードされた基準ピクチャーを歪める段階が：
　前記基準位置からの、前記修正された奥行き情報に基づく前記デコードされた基準ピク
チャーを、前記目標位置に前方歪めする段階を含む、
方法。
【請求項２３】
　請求項２２記載の方法であって、コスト関数がレートおよびディストーションを組み合
わせる、方法。
【請求項２４】
　請求項２３記載の方法であって、前記コスト関数が：
　前記洗練をエンコードするためのレート；
　前記奥行き情報ではなく前記修正された奥行き情報を使うことで導かれる、前記基準ピ
クチャーの歪めに基づく、前記目標ピクチャーをエンコードするためのレート；または
　前記奥行き情報ではなく前記修正された奥行き情報を使うことで導かれる、前記基準ピ
クチャーの歪めに基づく、前記目標ピクチャーをエンコードするためのディストーション
のうちの一つまたは複数を取り入れる、方法。
【請求項２５】
　前記洗練が、該洗練によって表される各ピクセルについて別個の値を含む、請求項２８
記載の方法。
【請求項２６】
　前記洗練が、該洗練によって表される各マクロブロックについて別個の値を含み、所与
のマクロブロックについての前記別個の値が該所与のマクロブロック内の各ピクセルに適
用される、請求項１８記載の方法。
【請求項２７】



(5) JP 2012-500564 A5 2012.9.20

　前記基準ピクチャーについての前記奥行き情報、前記基準ピクチャーについての前記修
正された奥行き情報および前記洗練が、前記基準ピクチャーの一部分にのみ適用される、
請求項１８記載の方法。
【請求項２８】
　前記基準ピクチャーおよび前記奥行き情報を使って仮想ビューからピクチャーをレンダ
リングする段階をさらに含む、
請求項１８記載の方法。
【請求項２９】
　目標ピクチャーのエンコードにアクセスする手段と；
　デコードされた基準ピクチャーにアクセスする手段であって、前記基準ピクチャーは基
準位置における基準ビューからのものであり、前記目標ピクチャーは前記基準位置とは異
なる目標位置における目標ビューからのものである、手段と；
　前記基準ピクチャーについての奥行き情報にアクセスする手段と；
　前記基準ピクチャーについての前記奥行き情報と前記基準ピクチャーについての修正さ
れた奥行き情報との間の差を特徴付ける洗練にアクセスする手段であって、前記修正され
た奥行き情報は前記奥行き情報に比べて、前記目標ピクチャーをエンコードするためのコ
スト関数を低下させる、手段と；
　前記基準ピクチャーについての前記修正された奥行き情報を決定する手段と；
　前記修正された奥行き情報に基づいて、前記デコードされた基準ピクチャーを前記基準
位置から前記目標位置に歪める手段と；
　歪められたデコードされた基準ピクチャーに基づいて、前記目標ピクチャーをデコード
してデコードされた目標ピクチャーを生成する手段とを有する、
装置。
【請求項３０】
　命令を記憶したプロセッサ可読媒体であって、前記命令はプロセッサに少なくとも：
　目標ピクチャーのエンコードにアクセスする段階と；
　デコードされた基準ピクチャーにアクセスする段階であって、前記基準ピクチャーは基
準位置における基準ビューからのものであり、前記目標ピクチャーは前記基準位置とは異
なる目標位置における目標ビューからのものである、段階と；
　前記基準ピクチャーについての奥行き情報にアクセスする段階と；
　前記基準ピクチャーについての前記奥行き情報と前記基準ピクチャーについての修正さ
れた奥行き情報との間の差を特徴付ける洗練にアクセスする段階であって、前記修正され
た奥行き情報は前記奥行き情報に比べて、前記目標ピクチャーをエンコードするためのコ
スト関数を低下させる、段階と；
　前記基準ピクチャーについての前記修正された奥行き情報を決定する段階と；
　前記修正された奥行き情報に基づいて、前記デコードされた基準ピクチャーを前記基準
位置から前記目標位置に歪める段階と；
　歪められたデコードされた基準ピクチャーに基づいて、前記目標ピクチャーをデコード
してデコードされた目標ピクチャーを生成する段階とを実行させる、
プロセッサ可読媒体。
【請求項３１】
　（ｉ）目標ピクチャーのエンコードにアクセスし、（ｉｉ）デコードされた基準ピクチ
ャーにアクセスし、ここで、前記基準ピクチャーは基準位置における基準ビューからのも
のであり、前記目標ピクチャーは前記基準位置とは異なる目標位置における目標ビューか
らのものであり、（ｉｉｉ）前記基準ピクチャーについての奥行き情報にアクセスし、（
ｉｖ）前記基準ピクチャーについての前記奥行き情報と前記基準ピクチャーについての修
正された奥行き情報との間の差を特徴付ける洗練にアクセスし、ここで、前記修正された
奥行き情報は前記奥行き情報に比べて、前記目標ピクチャーをエンコードするためのコス
ト関数を低下させる、アクセス・ユニットと；
　（ｉ）前記基準ピクチャーについての前記修正された奥行き情報を決定し、（ｉｉ）前
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記修正された奥行き情報に基づいて、前記デコードされた基準ピクチャーを前記参照位置
から前記目標位置に歪め、（ｉｉｉ）歪められたデコードされた基準ピクチャーに基づい
て、前記目標ピクチャーをデコードしてデコードされた目標ピクチャーを生成する奥行き
洗練器とを有する、
装置。
【請求項３２】
　ビデオ・エンコーダおよびビデオ・デコーダの少なくとも一つにおいて実装されている
、請求項３１記載の装置。
【請求項３３】
　あるピクチャーについての奥行き情報と該ピクチャーについての修正された奥行き情報
との間の差を特徴付ける洗練を含む奥行き洗練部分を含む、ビデオ信号構造を記憶したプ
ロセッサ可読媒体。
【請求項３４】
　当該プロセッサ可読媒体上に記憶された前記ビデオ信号構造がさらに：
　前記ピクチャーのエンコードを含むピクチャー部分を含む、
請求項３３記載のプロセッサ可読媒体。
【請求項３５】
　当該プロセッサ可読媒体上に記憶された前記ビデオ信号構造がさらに：
　前記ピクチャーについての前記奥行き情報を含む奥行き情報部分を含み、前記奥行き情
報と前記洗練が一緒になって前記ピクチャーについての前記修正された奥行き情報の決定
を許容する、
請求項３３記載のプロセッサ可読媒体。
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